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1 Ap-3　　　家庭における調理・食事状況の変化

　　　　　　　　　　　　北陸学院短大　　　○新洋　祥恵　　中村喜代美

【目的】家庭における調理担当者の調理行動や食事状況にも様々な問題が提起されている

が、これらいくつかの要因についての動向を探るため、５年間の変化について検討した。

　【方法】1992年と1997年に本学食物栄養科在学生及び近隣の一般家庭を対象に家庭におけ

る食生活・調理の状況についてアンケート調査を行った。尚、有効回収数は1992年調査は

160世帯、1997年調査は168世帯である。

　【結果】５年間の経時変化として明確な差は少なかったが次のような傾向がみられた。

①調理時間をみると１日60分未満の世帯が92年6. 9%から97年16. 9%に増加したのに対し、

２時間以上の世帯は減少しており、特に有職主婦にその傾向が顕著にみられた。夕食のみ

の調理時間でも30分未満の世帯が大幅に増加していた。②台所形式でばK式が減少しだの
に対し、LDK式が9. 4%から18. 2%に増加していた。③調理担当者の意識として食･健康

に関心があるというものが減少する反面、献立をたてる時には栄養を重視するというもの

が若干増えていた。また、盛りつけ方法として大皿盛りが多いという世帯の増加傾向がみ

られた。④食事状況をみると、食事時間が規則的であるかについては92年と97年で殆ど変

化はなかったが、家族が揃って食事をするかでは毎日揃う世帯が朝食では26. 2%から17.9

％に、夕食では43. 8%から36. 8%に減少しだのに対し、殆ど揃わない世帯が朝食で37. 3%
から45.2%に、夕食では7. 5%から10. 1%に増加し､近年問題となっている『個食』化傾向

が進んでいることが伺えたが、家族揃っての外食は若干増える傾向がみられた。一方、食

事中に会話の多い世帯が減少する反面、常にテレビをつけている世帯が増えていた。

Ｉ Ap－ ４ 大学生の食習慣における男女の比較

　中嶋加代子

　(別府大短大)

　目的　生活習慣病を予防するには若年期のライフスタイルや食習慣を見直す事が大切で
ある。今回はその一環として青春期の大学生について食習慣の実態と栄養意識を調査した。

　方法　調査対象：本学の大学生484名。調査時期：平成9年7~9月。
　結果　①主食の喫食状況、②主食の内容、③主菜および副菜に関する食習慣、R1日の

食事回数、⑤1日の摂取食品数について、男女別にみると①では男女共に｢食事の時に主食

を必ず食べている｣と答えた者が最も多かった。年齢的には男子は21歳(83.%)、女子は19

歳n.5%)が最高で、逆に少なかったのは、男子は19歳(5>1. 5%、女子は21歳(61. 9!li)であっ

た。②では｢米飯類|と答えた者が多く、男子でSl.1%、女子でoo. Z%であった。③について
は｢主菜と副菜を両方食べる｣と答えた者は、男子で55. 3%、女子で58.7%、｢主菜または副

菜をどちらか食べる｣と答えた者は、男子で30. 5%、女子でil.i%であった。｢主菜も副菜も

食べないことが多いlと答えた者が男子で14. 2!li存在していた。これは栄養バランスの観点

から改善の必要があると思われる。④については｢1日3食｡|と答えた者が男子では30. 3%と

少なかったのに対し、女子では68.7%であった。男子は｢1日2食｣が最も多く(59. 5!IS)、｢1日

1食｣も10.2%存在していた。⑤では30品目以上は男女共に少なく、19~10品目が最も多く、

男子で53.o%、女子で37.451;であった。lo品目未満と答えた者は男子で29. I%、女子でu.n

存在しており、これは1日の食事回数が少ないことや同一食品の繰り返し摂取などと関連

性があると考えられる。栄養意識に関しては、女子は男子より栄養意識がやや高い傾向に

あることが示唆された。
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